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1) Meek [4 J pp. 177-178 (邦訳264-265ペー ジ)。
2) 同様の試みに Eatwel1[1 J，菱山 [2J，信田 [6Jがある。
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およびそれを分配の問題に適用する論理に着目することによって，そのような











の量を lj と書くへこれらを使って行例Aとヴェクトル Jをそれぞれ
-all a12 ・.aln-
A =1 a21 a22 ・ a2n 
-anl an2 ・ ann一

















p=(1+r)pA+ω (1. 2) 
と表わすことができるo Aが純生産可能であると仮定したから，ある R>Oが
存在して， 0:;三r<R であるような任意の f にたいして [1~ (1十 r)AJ 、 (1 は単
位行列)が非負逆行列をもっo したがって(1.2)から
ρ=ωl[1 -(1十r)AJー (1.3) 




差引いた残り (r純生産物価格」と呼ぼう o 産業jの生産物1単位あたりでい
えばあ-L: Piaij)のそこに雇用されている労働者と資本家との間への分割と















ん=玄えんj+lj (j=1， 2，…， n) (1.4) 
が成り立つ。ヴェクトルえをえ[九九…，ん]と定義すれば，この連立方程式
は
え=AA+1 (1. 5) 
によってまとめて表わされるo Aが純生産可能であったから，[I-A]-l~O が
存在し，
え=l[I-A]-l (1. 6) 
となる。すなわち生産の技術的条件だけによって「価値」は決まる。
























































I-A1 1 A1 IIi 
A=¥ (2.1) 
1-0 AII rl 
と書けるo ただし，
一α11 a12・・ 'a1m-1 一α1 m+1 a1 m+2・・・ a1nー
α21 a22・ "a2m
-am m+1 αm m+1・・ 'amn-
α2 m+1 a2 m+2・・・ a2匁
A11= 
I-aml am2......amm-
-0 0…… 0-. 一αm+1 m+1 am+l m+2・・・ am+l n 
o 0…… o I I am+2 m+1 am+2 m+2……αm+2 n 
0=1 1 AII II= 
1-0 0…… 0-1 1-αn m+l an m+2 ……α n-
次の条件をみたす X=[XhX2，…， XnJ で表わされる合成商品が「標準商品」
であるo
X=[XI，O，…， OJ 
XI=[Xh X2，…，XmJ' 0， 
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A1 1 が分解不能だから， 非負固有値はただ1つ存在し， これに属する固有グ
ェクトノレは正 (Xl>O)で定数倍を除いて一意だからであるo
標準比率Rは「極大利潤率J，つまり初=0に対応する fでもあることが次
のようにして示される。 Aが(2.1)のように分解されると， (1. 2)も
P 1= (1 + r)P lAl 1十四I
P11= (1 +r) (p1A1 11+P11A1 1) +Wll1 
ただし，Pl=[Ph P2，…， PmJ， 
PI1= [Pm+h Pm+2， ・， PnJ， 
ll=[lh l2，…，んJ，












































\、はR/~三r~R の範囲の r に対してある基礎的商品の価格が無限大または負になる可能性がある。
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であるヘ前節と同じく 1単位の直接労働投入によって生産される標準純生






















7) 瀬北山 [9J 29ページ。ほかに Eatwell[1 J p. 554，菱山 [2J 104ペー ジ。
8) 信田 [6J330ページ最も明示的にこのことを表明している。
9) EatweIl [1 J p. 554，菱山 [2J 105ページ。瀬地山 [9Jでは賃金先払が仮定されているので，














































































( 1 ) ].Eatwell，“Mr. Sra百a'sStandard Commodity and the Rate of Exploitation，" 
The Quarterly Journal 01 Economics， Nov. 1975. 
標準商品の考え方をマルクスの問題に応用する可能性について (1) (325) 33 
(2J 菱山泉「現代経済学の解明 1，不変の価値尺度の問題と一般的剰余理論JIr経済
セミナー Jl1976年1月。
( 3 J A. Medio，“Profits and Surplus-Value: Appearence and Reality in Capita-
list Production，" in A Critique 0/ Economic Theory， ed， by E. K. Hunt and 
]. G. Schwartz， 1972. (A.ミディオ「利潤と剰余価値:資本主義的生産における
外観と実態」上垣彰訳，伊藤誠，楼井毅，山口重克編・監訳『欧米マルクス経済学
の新展開』東洋経済新報社， 1978年，所収〉。
(4 J R. L. Meek， Economics and ldeology and Other Essays: Studies in. the 
Development 0/ Economic Thought， 1967 (R. L.ミーク『経済学とイデオロギ一
一一経済思想の発展に関する研究』時永淑訳，法政大学出版局， 1969年〉。









(10J P. Sraffa， Production 0/ Commodities by Means 0/ Commodities: Prelude to 
α Critique 0/ Economic Theory， 1960 (P.スラ γ ファ『商品による商品の生産
一一経済理論批判序説一一』菱山泉，山下博訳，有斐閣， 1962年〉。
